
ネルヴァルの作品における時間の研究
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山　縣　直　子

　　　　　　，
u　＜AURELIA＞

最初に疑問があった一われわれはどこから来たか，われわれとは何か，われわ

れはどこに行くのか……

エ〃’デスデイシヤード

「廃嫡者」から「アルテミス」へ，詩人は夜の中を駆けた。夜の貌は最初怖ろし

く，やがて次第に変貌した。夜はその貌つきを変えていっただけではない，それは詩人の

内部へ少しずつ少しずつ浸透していった。夜が詩人の内部を充たしたとき，「星」は再

　　●ﾑ輝きはじめたのであった。詩人は次第に大きくなり，夜の中に融けこむ。やがて

詩人の存在は純粋な視線そのものとなって，自らである夜を凝視める。もはや彼の

外にあって弾劾する「永遠の視線1〕を怖れる必要もなく，「眼」の代りに「空虚な眼

窩」をしか見出せぬこと2）を嘆く必要もない。彼は自ら「視線」となったのだから。

夜を超えた夜の中に，時間を超えた時間の中に解き放たれて，こうしてネルヴァルの世界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソメールｪ完結するのなら，もうこの上に言うことはない。われわれはひたすらに彼の幻想の世界
シメール

に遊んでいよう，奇怪な言葉の怪獣がわれわれの魂にのり移り，われわれの魂も又，この

真正の夜，真正の時間の中に解放されるまで。しかしわれわれは既に知っている。

rオーレリア』のあの一節，美しい婦人の姿が次第に大きくなって自然と一体とな

り，やがては消え失せて幸福感が無惨に瓦解してゆく，あの一節のように，夜は次

第にその濃度が希薄になってその呪縛を緩め，詩人をぼろ切れのような肉体と共に

「流れ去ってゆく時間」の中に放り出すであろうことを。

魂が夜の中に王となって君臨していた時，ジェラールは何処にいたのか，やさし
ボ　　ソ

い眼をした「善良なジェラール」は？

＊　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊

以下に示すのは，1853年末，『オーレリア』が書き始められる頃の情況である。
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アレクサンドル・デュマは，12月1b日，以下にその一部を示す，盟友ネルヴァ

ルについての記事を自分の主宰する雑誌に載せた。

ジェラール・ド・ネルヴァルはこの年8月から，短い退院の期間をはさんで，パ

ッシーのエミル・ブランシュ精神病院に入院中であった。

一往々，彼が何かの仕事にはなはだしく心を奪われているような時に，想像力，
フオル・デユ’ロジ

あの本宅の狂女が，一時的に，彼にとってはお妾さんにすぎない理性を追いやる。

こうなると，カイロの阿片吸飲者やアルジェのアシシュ中毒者と甲乙のつけ難い

ほどの夢と幻覚とにはぐくまれたこの頭脳の中に，想像力だけがとどまって大き

な力をふるう。その時には，とりとめのないこの力が，彼を不可能な理論，実現

し得ない書物の中へと投げこむのだ§）

この記事の最後にデュマは，それより数日前にネルヴァルが紙切れに書き残して去

ったという一篇の詩を引用した。そこに語り出された神話がデュマにとってはおそ

らく「不可能な理論」であると感じられた一篇の詩，どんなにそれが不可思議な世

界であるか，読者よ判断してみたまえ，という具合に。

デュマにあっては何の苦もなくなされる作中人物の創造という行為は，ネルヴァ

ルにとっては「ひとつの執念，ひとつの眩量笥となり，「この上もなく奇怪な精神

錯乱に彼を陥れてしまった5）」のである。ネルヴァルはデュマに宛てて書く。

一自分の前世のあらゆる在り方の連なりをとらえたと信じた瞬間から，私は

自分が君主であり，王であり，魔術師であり，魔神であり，神でさえあったとし

ても，もはや苦痛ではありませんでした。鎖が切れてしまった時計は，分の代

りに時を示していました9）

デュマへのこの手紙は，デュマに献げられた一冊の本の序文である。そして，デュ
‘　ソネ

マによって件の記事の中に引用された詩を筆頭とする12の詩篇，「ドイッ人なら超
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
ｩ然的と呼びそうな夢現状態の中で創られた詩」がこの本の巻末に収められ，この
●　　　●　　　曝

序文の書かれたひと月後に刊行された鴛

この序文の中では又，次のようにも書かれている。
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ひとたび自分が書こうとしているのは自分自身の物語なのだという確信を得ると，

私は自分のすべての夢，すべての感情を書き表わしにかかりました。運命の夜の
中に私をひとり置き去りにした停い星への愛に胸をうたれ，涙を流し，眠りの中　　　　　　　　　　　　　　　　●

に現われるむなしい亡霊たちを見てはおののきふるえるのでした。だがやがて，

一条の聖なる光が私の地獄に射し込みました。それまでやみくもに闘って来た相

手である化物たちにとり囲まれながら，私はアリアドネーの糸をつかんだのです。

その時から私の見るすべての夢や幻は，天上のものと変りました。いつの日か，

私はこの「地獄くだり」の物語を書くつもりで・卿

主人公が最後には一条の光明を見出すであろうこの物語（まだ書かれていないその

物語の結末はこうして既に予告されている。この時，書き手であるネルヴァルが光明

を見出した状態にあったからである）は，しかしながら，あの序文が書かれた時

期を含む長い入院からの解放後，わずか2カ月余りで再び監禁された，その牢獄の

中で主に書かれることになるのである。この最後の監禁からの解放と，物語の完成とは

ほぼ同時期であったと考えられる。この最後の解放はやがて，詩人の肉体の，「流

れ去ってゆく時間」からの解放へとつながっていったのである。

＊　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊

分身、又は葛藤

ある夜，「私」は奇妙な暗示を受ける。翌日の同時刻に死が訪れるという暗示であ

る。そしてその日のその時刻に，「私」をとりまく外界の一切は形を変えてゆく。愛
ひと

する女がそこで「私」を待つように思われた「星」は，大きくなってゆき，友人は使

徒の顔貌を持つようになり，パリの街路は荘漠とした寂蓼に包まれた一つの丘とな

る。これが，「人間理性によれば幻覚と称せられるもの」による精神の支配，つま

り「狂気の発作」と人が呼ぶものの始まりであった。

私が現実生活の中への夢の氾濫と呼ぶようになるものは，私にとってここに始まっ

た。この時以来，一切が時として二重の様相を帯びた。（1・3）

はじめて自らの分身を見て「私」が戦標するのは，この夜，死んでとび去るはず

の霊魂が「地と，地上に愛する人々とに対する愛借」にひきとめられて肉体の中に

とどまることになった，その同じ夜のことである。夜間巡遷兵に逮捕され，衛兵用
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の寝台に横たわる「私」は，同じように拘留されている男の声が，自分の胸の中に

反響するのを感じる。

不思議な振動の作用で，その声は私の胸の中で反響し，そして私の霊魂は，幻と

現実との間に載然と分たれて，いわば両分されたように思えた。一瞬，私は努力

して件の男の方に寝返りを打とうと考えたが，次に，よく知られたドイツの伝説

を思い出して，藻然とした。各人は一つの分身を持っていて，それを見る時，死

が近いというのである。（1・3）

次いで「私」は，自分を迎えに来てくれた友人たちが，この男を伴って出て行くの

を見る。

「違うじゃないか」と私は叫んだ。「俺を迎えに来てくれたのに，出て行くのは別

の男だ。」（1・3）

　　　　　　エル゜デスデイシヤード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イダソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティテ

ｪ身の出現は，「廃嫡者」，「アルテミス」に於いて確かめられた自己証明の否定で

あった。父の寵愛をアベルに奪われるカイン，エロスの影としてのアンテロス，自

身の婚礼の席にユースフを見るカリフ・ハケムー赦され，迎えいれられるのは常

に分身の方で，「私」の方はそれが為に放逐される。分身との葛藤という図式の始ま
イ　ダソテイテ

りである。自己証明を獲得するための葛藤，分裂と二重性との葛藤。この物語は，

この二重性がいかにして統合されてゆくか，分身との葛藤がいかにして克服されて

ゆくかについての物語なのである。

ところで件の夜にはじめて出現して「私」を脅かした分身は，今度は，「私」が祖

先の霊に案内されて，或る山の原住民を訪れた時再び現われ，凶器を以てその土地

の神秘から「私」を追払おうとする。自分に敵意を持つこの「精霊」を，「私」は「狂

気」の二度目の発症の中で見ることになる。最初の発症から10年が経過し，愛する

女を死は既に連れ去っている。

「神秘の町」の丘に住むあの汚れなき家族たちの住居に私がはいった時，私を威し
●　　　●　　　●　　　●

たあの同じ「精霊」が〔……〕今は東邦の王族の風体をして私の前を通り過ぎた。

私は威しながら彼の方に突進した。だが彼は静かに私の方に振り向いた。おお，

藻うしいことだ，忌わしいことだ，それは私の顔であった。理想化され，偉大と
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，　なった私の全容姿であった。……（1・9）

自分がかくもはっきりと見たものは一体何だったのか，これを見たということの意
●　　　■

味は何だったのか一「私」は自問する。

私であって且つ私の外にいるこの「精霊」とは何であったのか。諸伝説にある「分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

突然，「私」は気付く。分身を見たということは単に死を意味するものではない。

死後に愛する女性の魂と結ばれる望みを与えるものとしての幸福な死は，寧ろこれ

以後，彼には拒まれることになるのだ。そして当然のことながら，それは死よりも

苛酷な試煉なのである。

ひとつの怖ろしい考えが思い浮んだ。「人間は二重なのだ」と，私は心に思っ

た。〔一…〕あらゆる人間の裡には一人の観客と一人の俳優，話すものと答える者がいる。

東洋人はそこに善霊と悪霊との二つの仇敵を見た。「自分は善い方だろうか，悪

い方だろうか」と私は自問した。「いずれにせよ，もう一人は俺の敵だ……〔……〕
●　　　●　　　9　　　●

（この二個の精霊は）或る物質的親和力によって共に同一の身体に結び付いてい

て，一方は光栄と幸福に，他方は破滅或いは永遠の苦悩に約束されているのかも

しれぬ。」一一閃の凶光が突然この闇を貫いた……オーレリァはもう私のもの

ではない……（1・9）

最初の出現の際には，「私」にとって判然としなかった分身の意味が，10年を経た

今，戦標すべき明白さで顕われてきたのである。

一個の悪霊が霊魂の世界において私の席を奪ってしまったのだ。オーレリアにと

っては，そいつが私自身なのであって，そして彼女に軽んじられ，認められぬ，

衰えた私の身体を生かしている惰然とした霊の方は，永久に絶望か虚無かに運命

づけられているというわけだ。（1・10）

愛する女性が死によってのみならず，自分に敵対する分身の故に永劫に自分から喪わ

れるというこの認識は，「私」をして絶望的な戦いに臨ましめる。
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よし一と私はひとりこちた一あの宿命の精霊と闘おう。相伝と学識との武器

を以って，神そのものとも闘おう。闇と夜の中で彼が何をなそうと，俺は存在す

る。そして俺はなお地上で生きることの許されている全時間を，彼に打ち勝った

めにあてよう。（1。9）

ここにはエロスに対して敢然と闘いを挑むアンテロスの姿がある。

私は勝ち誇った神に向って投槍を持ち直す9）

こうべ

だが，アンチロスたることに徹し切れなかった「私」の頭が，絶望の重さにうちひ

しがれてたれる時，「私」は，宇宙と生命と時間を覆う神秘のヴェールを少しくもち

上げて見せてくれた10年前の「冥界下り」に倣って，二度目の「冥界下り」を試みる。

最初の「冥界下り」の際，ダンテを導くヴェルギリウスの如くに案内役となり，合図ひ

とつで敵意を持つ分身を退けてくれた父祖の霊は，だが今は姿を見せない。自分は

どこから来たか，自分とは何か，自分はどこへ行くのか一その間は，10年前の

その時もう少しで答えられようとしていたのだが。2度目の試みは惨憺たる結末で

終る。「私」は婚礼の祝宴を待つ人々の中にはいりこんでしまうのだが，そこで花

嫁がオーレリァで花婿は自分の分身だと思いこむ。「私」にとって，オーレリアが永
イ　　　　　　ダ　　　ン　　　テ・イ　　テ

遠に喪われてしまう瞬間，「私」が自分自身であることの証明が永遠に喪われてし

まう瞬間がまさに来ようとしているのだ。笑いものにされたと感じた「私」が，魔

カを持つ（と思われた）合図をしようとした刹那，「胸をひき裂くような苦痛の響

を帯びた，頭える明瞭な女の叫び声」が「私」の眼を覚まさせる。

私は何をしたのか。私の魂が不死の生存の確信を掬み取っていた魔法の宇宙の
おそ

調和をかき乱したのだ。私は聖なる掟を犯して催るべき神秘を極めようと欲した
がために，おそらくは呪われたのだ。今はもう天罰と侮蔑をしか期待し得ぬ。苛　　　　　　　　　　　　　　　e

立った亡霊たちは，嵐の近づくのを感づいた鳥のように，叫びを発しつつ，空中

に不吉な円を描いて逃れ去った。（1・10）

これがこの物語の第一部の終りである。第一部と第二部の間に，われわれに見え

るのはあのソネの第一節における廃嫡者の姿だ。
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私は闇に住む者，一妻亡き者，一心慰まぬ者，

うちすてられた塔に幽閉のアキタニアの貴公子

私の唯一の「星」は死んだ，そして　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　ノラソコリー

星ちりばめた私のリュートは「憂欝」の「黒い太陽」を刻されている。

だがこのあと，この絶望的な闇の情況の中から，過去になしたこととの関わりにお
イダソティ　テ

いて夜の反語的な価値を見出し，自らの自己証明をも確認して，

ア　ケ　ロ　ソ

私は地獄の河を2度，勝禾1堵として渡った

エル轟デスデイシヤード

とうたうに至る「廃嫡者」とは異る精神の軌跡を，この物語の「私」は辿ることにな

る。しかしこの軌跡を追う前に，われわれは，あの分身の出現の夜以来「私」がその中で

も生きることになったもう一つの世界，その世界の神秘が，どのようにして「私」

に明らかにされたか，それはどのような具合にあの一自分とは何か，自分はどこ

から来てどこへ行くのかという一問にわずかながら答えることになるのかを，も

う少し詳しく見ておきたいと思う。

父たち、又は反逆

或る夜，私はまちがいなく，ライン河の畔りに運ばれたような気がした。〔……〕

私は一軒の楽し気な家にはいった。入り日の一条の光が葡萄に縁取られた緑の窓

扉に悦ばし気に射していた。私は旧知の住居，もう一世紀以上も前に死んだフラ

ンドルの画家だった母方の叔父の家に戻るように思った。〔……〕私がマルグリ

ットと呼んで，子供の時分から知っているように思えた一人の老碑が言った。

「お床にお就きになりませんか。遠くからいらしたことだし，叔父さまはなかな

かお戻りになりますまいから。御夕飯にはお起ししましょう。」私は赤い大きな

花模様のペルシャ更紗を飾った，柱付き寝台の上に横たわった。私の正面には，

田舎風の時計が壁に掛っていて，その時計の上で，一羽の鳥が人間のように話し

始めた。この時私は，私の祖父の魂がこの鳥の中にいると考えた。そして鳥の言

葉と形とを別に怪しまなかったと同じように，自分がほとんど一世紀あとに引き
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戻されていることも怪しまなかった。（1・4）

第一回目の「冥界下り」のプレリュードは，この物語の書き手が幼時を過した田

舎の家（実際にはヴァロワ地方にある）のイマージュではじまる。「一軒の楽し気

な家」「葡萄の蔓に縁取られた緑の窓扉」「悦ばし気に射している入り日の一条の光」

一これらは，この書き手のどの作品の中にも繰返し出て来る「幸福な時」の象徴

としてのイマージュである。「幸福な過去」への遡行。そしてその時代に「私」の庇

護者であったらしい老碑の登場。マルグリットという名一これは，この物語の書

き手の母の名前のひとつであり，母方の祖母の名前でもあり，又，書き手がその精

神遍歴に多大の影響を受けていたファウストの愛した女性の名前であり，最後に，

書き手がこの物語を書くそもそもの動機を与えた女優の本名でもあった一で呼ば

れるこの老碑は，この物語の後半の部分に登場する「私の幼少の頃世話をしてくれ

た女」と同じ人物と思われる。彼女は，この後半の部分では，悔恨に苛まれる「私」

を亡恩の輩だと厳しく責めることになるのだが一これも，従って，この老碑の中

に「私」が感じとっていた二重性なのである一今は，「私」を昔通り優しく床に就

かせるのである。「あなたは遠くからいらした」一彼女のこの言葉は何を意味し

ているのだろうか。ヴァロワ地方はパリから遠くはない……それとも年老いた彼女

には，都は遠いところだったのだろうか。あるいは一これは現実の話ではなく，

夢の中でこの場面が展開されるのは章の冒頭に示されているようにライン河の畔り
●　　　o　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●

なのだから一彼女はそこがライン河畔であるという前提のもとにこう言ったのか。

「遠くから来た」一この感概はしかしながら実際の地理的な距離の移動に対し

て抱かれたものではおそらくない。「私」の幼少の頃から「現在」に至る長い時間の経

過，その間に「私」は成人し彼女自身は老いた，その時間的な遠さを，彼女はこう

言い表わしたのかもしれない。又，普通の会話と異なり，夢の中のこうした会話に

は，老碑の，ではなく，夢を見ている「私」の（従って書き手の）感情（あるいは無

意識の部分）が，この老碑の言葉に投射されているということにも留意しなければ

ならない。さらにここでは「ライン河」が「私」にとって（つまり書き手にとって）

特別な意味のある河だったことを憶い起す必要がある。ライン河は，書き手が，そ
オリエソト

の精神の故郷であるドイツへ，あるいは東方へ，あるいは北の国へと旅に出る時，

旅から帰る時，必らず渡らねばならない河であった。夢の中でライン河は未知の場

所へ旅するために渡らねばならない河の象徴としての意味をになっているまo）この

物語を書くと宣言し，実際に書き始めた時期を含む長い入院から解放された直後，
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書き手はドイツへの旅に出るが，その時友人に宛てた手紙に彼はこう書いている。

奇蹟だ！ラインの岸辺にふれると，ぼくは自分の声とカとをとり戻したのだ！11）

手紙の書き手は，アンテロスの一打ちまかされ，大地に投げつけられると，その

度に大地から力を得て又起ち上ったといわれる巨人アンタイオスの末喬たるアンテ
　　　　　ト　ス　　　コ　キ　ユ

鴻X，地獄の河に三度漬けられて不死身となった12）アンテロスの一貌をもってい
ア　ケ　ロ　ソ

る。あるいは，地獄の河を二度，勝利者として渡って生還した「廃嫡者」の貌を。彼

にとってライン河とは地上における地獄の河であったのだ。「私」が夢の冒頭で運ば

れたライン河の畔りは，実は地獄の河の畔りなのであり，彼はこれからその河を渡って

死の国へと下りてゆくことになる。「あなたは遠くからいらした」という老碑の言

葉は，従って，生者の国から遙々死者の国の入口までやって来た者に向って言われ

たねぎらいの言葉であると同時に，「私は遠く（つまり地上に生きる者の時間・空間

を超えたところに）まで来た」という「私」の感慨の表明でもあるのだ。

さて老碑のすすめに従って寝台の上に横たわった「私」の正面には「田舎風の時

計」が掛っている。今から「もうひとつの時間」の中へ下りてゆこうとする時，いつ
シノール

も象徴的なこの時計が現われる。あの，「人生の朝に人の心を魅惑し迷わせる悪夢」

の物語13）を憶い出そう。出発の決心をする夜，「私」の前には「ルネッサンス時代

のべっこう張りの振子時計」がある。

〔・・…・〕二世紀このかたねじを巻かれたことは絶えてなかった。一私がトゥーレ

一ヌでこの時計を買ったのは，時刻を知るためではなかったのだま4）

今「私」の正面に掛っている時計も，「私」にとっては時刻を示すものではなく，そ

のかわりに，その上にとまっている鳥が人間の言葉で話しはじめる。そしてこの鳥の

言葉を契機として，「私」の「冥界下り」が始まるのである。

鳥の形をとって「私」に話しかけたのは祖父の霊であった。霊に導かれて「私」は

地下の世界へと下りる。この世界で「私」は，幼時に「私」を育て，古代宗教への憧

れと畏れとを育んでくれた叔父に再会する。叔父は「私」に語る。

一虚無は世人の解するような意味では存在しない。〔…・・〕われわれの過去と未

来とは連帯している。われわれはわれわれの種族の裡に生き，われわれの種族は
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われわれの裡に生きているのだ。（1・4）

時間はもはや地上でのように流れない。死は終りではない。生命は時間によって滅

ぼされるのではない。真の時間は生命を満たす。

この観念は私にすぐ可感のものとなり，そしてあたかも室の四壁が無限の遠景に

臨んで開けたかのように，私がその中におり且つその全体が私自身であるところ

の連綿と続いた一連の男女を見るように思われた。あらゆる民族の衣裳，あらゆ

る国々の姿が，あたかも私の注意能力が互いに混ずることなく幾っにも殖えたか

のように，一世紀の事蹟を一瞬時の夢に籠める時間現象に類した空間現象によっ

て，一時にはっきり出現してきた。先に私はこの室にいる人々の姿が束の間の無

数の外容に分たれて組み合わされてゆくのを見たが，今この果知れぬ一人一人の

行列を成しているのがただこの室にいる人々だけなのを見て，私の驚きはいよい

よ深まった。（1・4）

グイジオソ

「狂気」がこの物語の書き手に与えた最も素晴しい幻影の表現のひとつがここにあ

る。一であると同時に多であり，束の間であると同時に永遠であり，連綿と続い

ていると同時に幾多の細部に分たれているという，相対立する要素を含んでしかも

何の矛盾も感じさせない時間と空間一日常の時空を超えた時間・空間の本質の，

これは視覚化である。その中に過去と現在と未来とがその十全の意義を孕んで開示

される，そうした「瞬間」。これはまさにバシュラール言うところの「噴出する時間」

である。こうした時間の体験は，件の問一われわれはどこから来たか，われわれ

とは何か，われわれはどこへ行くのかという問一へのひとつの解答となるだろう。

われわれは種族の裡より出で来たり，われわれは又種族の裡に甦る。われわれは一

瞬にして永遠なる時間を生きる者であり，同時に死せる者である。一この物語の

書き手の脳裏を離れることのなかったあの「冥界の神々に捧ぐ」という碑文を憶い

出そう。

ヘルマプロデイートス

そは男にあらず女ならず両性具有者ならず

乙女にあらず，若からず，老女にあらず，

純潔ならず，売女にあらず，しとやかならず，

これらすべてなり。
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そは死せるも

飢えの故にあらず，剣にても毒にても殺されたるにあらず，

これらすべてによるなり。

そは天空に在らず，水中にも地中にも在らず

随所に存在するなり35）

対極にある諸々の概念をすべて包みこんで，しかもひとつの統一体としてある一そ
よう

れが「私」の本来的な在り様であり，その内的時間の在り様である。

かくして，最もすぐれた精神をも襲うかの霊魂不滅に対する永遠の懐疑は，私に

とっては氷解していた。もはや死もなく，悲しみもなく，不安もなかった。私の

愛する人たち，親戚友人は，それぞれ確実な永生の徴を示し，私は今は，ただ

昼間の時間によって彼らから隔てられているにすぎなかった。私は心地良い哀愁の

裡に夜の時間を待った。（1・5）

だが，地下の種族に許された，こうした稀有且つ特権的な瞬間の享受，あるいは

自己認識は，「勝ち誇る神」16）の妬むところになる。何故なら，彼によれば，終末へ

向って流れる時間を免れ得るのは唯一人，「神」自身のみであるべきだからだ。「私」

の「冥界下り」はそれ故，あの，「かの神」に呪われたカインの末商たる芸術家アド

ニラムの地中への旅と，そしてその折の父祖との対話と二重うっしになっている。

アドニラムの案内者トバルカインは語る。

「あの神は強いというより狡い，寛大というより嫉妬深いのだ，あの神アドナイ

は！彼は火の精霊どもを無視して，土の人間を作った。それから，われとわが

創造物と，その悲しい被造物に対する精霊どもの涙などには容赦せず，人間に死を

宣した。そこにわれわれを分つ確執の根源がある暑7）」

更に，彼の一族である火の族の無限の生命の原理にっいて，

「火から発した地上の全生命は，中央に君臨する火に牽かれる。われわれは反対

に中央の火が周囲から牽かれて外に輝くことを欲した。この原理の変換は無限の

生命であったま8）」
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「私」が東洋の伝承と自らの夢想（回想，と「私」は呼ぶ）とを基にしてひとつの

歴史体系を書き表わそうとしたのは，生命と時間を覆う神秘のヴェールがこうして

彼にとっては少しもちあげられたように思えた故であった。「私」は，アドニラムと

共に地下の世界の秘密を更に探ねることも出来たであろう，アンテロスと共に「か

の神」に向って「槍を投げ返す」ことも出来たであろう，もし「私」と同じ顔，同じ
イ　ダ　ソテ4テ　　　　　　　・

身体つきを持つあの分身が，「私」の自己証明を脅すことさえなかったなら。そして，

はじめての錯乱の夜のあの確信，「あの星の中に俺を待っている人々がいる。〔・…・〕
ひと

俺の愛する女は彼等の中にいて，われわれ二人はあそこで再会する筈になっている」

という幸福な確信を持ち続けていられたのかもじれないのだ。だが分身の出現はそ
ひと

の望みを打砕いてしまった。死によって一度喪われた女は，「かの神」の掟を敢えて

犯した罪により，「私」から「再び失われてしまった」。この物語の第二部は，この

絶望的な叫びで始まる。

母・恋人・女神、又は罪と赦し

エウリディケーよ！　エウリディケーよ！

再び失われてしまった。

すべては終った，すべてすんでしまった。今はこの私が死ななければならぬ，

希望なく死ななければならぬのだ。一死とはそれならば一体何か。もしそれが

虚無だとしたら……願わしいことだ。しかし死を虚無たらしめることは「神」自

身にも出来ない。（皿・1）

愛する女に罪を宣せられ，赦される望みなく悶々とした日々を過していた頃｝9）

死は「私」にとって甘美な誘惑であった。歓びを与えてはくれないとしても，少くと
も無感不動の中に憩わせてはくれるであろうから劉）　　　　　　　　　　　　　　　’

､する女の肉体が死によって奪われてから，死は「私」には単なる休息の場以上

のものとなる。生きている間は望むべくもなかった魂の合一が，「死」によって冥界

で成就され得るという確信を得たからである。最初の「冥界下り」はこの確信を強めて

くれた。死は，あの時に垣間見た，連綿と果しなく続く霊魂の鎖の中に，もはや地

上へ帰らねばならないという苦い思いなしに，「私」をたちかえらせでくれるはずで
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あった。エロヒムの末としての本来の在り様，「各霊が同時に人でありr神』であ

る21）」という在り様を「私」の霊魂にも返してくれるはずであった。その時はじめ

て，「私」は，神格化され「女神」となった女性，最初の錯乱の夜，「アジアの空の

神秘な弦煙のうちに，捉え難くのがれ去った22）」あの女性と再会できるはずであっ

た。だがその希望は潰え去った。冥界において「東邦の王族の風体をし」，「私」の

愛する女性をまさに婆ろうとしていたのは，「私」の分身であった。今や「私」は，

「かの唯一の神」，「私の精神の裡に創り出された宿命的理論体系が，その孤独の王

位を認容しなかった23）」かの神の執念深さ，その復讐心の怖ろしさに戦藻すること

になるのである。「かの神」が一人の人間を形成する二重の人格のうち，彼の愛さな

かった方の片割れを投げ込む希望なき死は，虚無よりも酷い劫罪なのである。「私」

は絶望の裡に咳く。

魂が，生と夢との間，精神の混乱と冷静な反省の復帰との間を，定まらず漂っ

ている時，救いを求むべきは，宗教的な思いの裡だけだ。（皿・1）

それでは「私」は今，「火の精霊」の一族たる誇りを捨て，「泥土の子らに魂を与え

た者鋤」に膝を屈するのであろうか。「無垢は学ばれるものではないゐ）」といいつ

つも，「かの神」を讃えるための「神秘な殿堂26）」を建て直そうとするのであろうか。

判った一と，私は心に思った一私は創造主よりも被造物を愛したのだ。私

は自分の愛する人を神格化して，最後の息をキリストに捧げた女を，異教の習慣

に従って崇めた。だが，もしこの宗教が真実を語るなら，「神」はまだ私を許して

下さるかもしれぬ。もし私がその御前に心貧しく脆けば，彼女を還して下さる

かもしれぬ。彼女の霊もおそらく私の裡に戻って来よう。（亜・2）

そう，「私」は脆くのだ。脆いて祈るのだ。

一神よ，神よ，かの人のため，ただかの人のために，神よ，赦し給え。（櫃・2）

だが赦しを願う「私」の前に展開される夢は仮借ないものとなる。十年前に夢の

中で「私」にやさしく接してくれた老碑は，今は「私」を責める。「あなたは自分の

年とった身内たちの死を，あの女を悲しんだほどに深く悲しみはしなかった。それ
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でどうして赦しを望むことが出来ましょうそ」と。あの，類い稀な啓示によって示

された，鎖の如く切れ目なく続いていた幾世代もの，そして地上の全ゆる国々の男
イマージユ

女の姿は今は現われるべくもなく，そのかわりに，さまざまの時代に識った人々の顔

が「糸の切れた数珠の玉のように27）」ばらばらに浮んでは消えてゆくばかりであるσ

一「あちらで私を待っている」と，私は考えた。一何時かの鐘が鳴った……。

私は心に言った，「もう間に合わぬ。」幾つかの声がそれに答えた，「彼女は失わ
●　　　●　　　■　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●

れた。」（温・2）
●　　　●

「かの神」が，死すべき者として創った人間を投げ込んだあの時間，「かの神」ひと

りが免れているあの時間が「私」を捉えようとする。「まだ間にあう」一「もう遅
・　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　●　　　　●

すぎる」一相矛盾する叫びが「私」の内部で鳴り響く。時間との葛藤一それは
●　　　●　　　●

「かの神」との葛藤であった。否寧ろ，「かの神」の前に素朴に脆こうとするあの分

身と，それに抗う「私」との間の葛藤であった。「そのいくつかの点に関してかって

哲学的偏見を懐いていた怖ろしい宗教の教義と勤行に身を投じることへの危惧28）」，

「かの神」の時間の中に捉われることへの怖れは，「私」の中に執拗に残る。

一私はついぞ母を知らなかった。母は昔のゲルマンの妻たちのように，軍隊の

後から父に随いて行くことを望んだのであった。そして或るドイッの寒い地方で

発熱と過労とで死んだ。（彊・4）

母親不在のまま，「奇妙な伝説と異様な迷信に溢れた」国で異教的な教育を受けた

「私」は，母親の温もりに包まれて素朴な信仰心を以て「かの神」の前に脆く体験を

持たなかった。素朴な人々の「神秘な殿堂」ははじめから「私」には拒まれていたの

である。そして「かの神」は常に，「私」にとっては，アダムを追放し，カインとそ

の族を憎む，弾劾者としての貌しか持たなかった。「私」と「かの神」との関わりは

かくの如きものだったのだ。　　　　　　　　　　　　　　　’

@けれども今，「私」は「知慧の樹」を捨て「生命の樹」へと向う決意をする劉カイ

ンの末商は今や，もうひとりの自分，愛されるアベルたらんとする一否，アベル

ではない．カインとアベルを産したアダムですらない，アダム以前の人間，もし「か

の神」がアダム以前に彼を創ったなら，その純粋の無垢故に彼を天国から追放する

ことも，時間の中へ投げこむことも，その上に圧倒的な力で君臨することも出来な
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かったであろう，そうした存在たらんとするのである。だがそのようなことが一体可能

なのだろうか。「かの神」は追放すべき人間を創る意志しか持たなかったとも言える
●　　　●

のだから。

こうした「私」が，真に心貧しく脆けるのは，聖母マリアの前であった。マリ

アは「私」にとっては母性の象徴であり，聖なる愛の象徴であった。マリアは同時

に母であり，恋人だったのだ。もし「かの神」と「私」とを和解させてくれるものが

あるとすれば，それは，地上からは永遠に喪われたこの二人の女性の魂の宿る存在

である処女マリアをおいてあり得ない。

絶望して，私は涙を流しながらノートル・＝ダム・ド・ロレット教会の方に向い，

そこで自分の誤ちに対する赦免を願って処女マリアの祭壇の御許に身を投げた。

私の裡の何ものかが私に言った。「処女マリア様は亡くなった。お前の祈りも無駄だ。」

私は内陣の一番後ろの場所に行って脆き，そして指から銀の指環をはずした。指

環の宝石の場所には，次の三つのアラビァ語が彫られていた，Allah！Mohamed！

Ali！（H・4）

オリエソト

「私」のこの象徴的な行為は，異邦の宗教を捨て，「かの神」の許に赴く決意の表明

であった。錯乱はこの時三度「私」を襲い，「私」は「黒い太陽」と「数多の月」との

幻影を見る。黙示録に示された世界の終焉一「私」の心象の外界への明らかな投

与である。つまり「私」は「かの神」に属する時間の中に今や捉われていて，その時

間は終局に近づいている。近づく最後の審判の後に救われる望みはなく一とりな

しの役目をしてくれるであろうマリア様は死んでしまった一「私」は「希望なき

死」の覚悟をする。

随屋に火の気なく，窓にガラスもないところで

私は天国と地獄のつなぎ目を見つけようとしています。
●　　　●　　　●　　　●

しかもついに私は，もう一つの世界に赴くため，脚絆を巻いたのです。

私は自分の墓碑銘を作りました〔……〕30）

われわれの眼に，友人のドイツの詩人に向って「一切は終った，われわれは死ぬ覚

悟をしなければならない31）」と言う「私」と，自らの墓碑銘を書く男の姿が重なつ

て見える。だが物語の書き手は，この絶望の極みにあって書かれたこの詩について
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は言及しない。彼はこのつらい時期をいかにしてかのり切って，生きて，今その物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

語を書いているのだから。彼は墓碑銘を書いた「私」をではなく，まだ希望を持っ
●　　　■

ている「私」，創作に執念を燃やす「私」を書く。その創作は，デュリー夫人が書い

ているように，「思い出によって過去と現在を結びあわせる」試みなのだが，それ以

上に「その現在と過去とを，憶い出の前段階的なものから自分の中に浮ぴ上ってく

るように見えるものと結びあわせようとする32）」努力なのだ。この作品の執筆は従

って，自己の「時間」の再発見，再把握の試みであり，「推敲が非常に心を動揺させ

た」のは当然である。だがこの作品においては，書き手で南る「私」の個人的な過

去・現在と，個人的な体験を通して垣間見られる普遍的精神世界の結びつき，即ち，

個としての神話と普遍的な神話世界との結びつきは最後まで追求され得ていない。

それは，この時期，「狂気」の情況の只中にあって「狂気」を見ず，「時間」をたずね

ながら内的時間の本質を見つめきっていない故であろう。

この作品一美しい作品であり，「自分の最も会心の作品」と，作者である「私」

も述べている一の執筆と完成とは，しかしながら，「私」の精神に或る好ましい

打撃を与えた。

（この作品の）発表後数日して，私は執拗な不眠に陥ったことを感じた。（皿・5）

不眠，そして異常なまでの行動欲一絶望の淵に沈みこんでいた魂がゆさぶられ，

反動で異様な昂揚を示しはじめ，無力感に苛まれていた「私」の行為は象徴的な力

を持ちはじめる。「私」が水の中に投げこんだ指環が「洪水」をくいとめる。

〔……〕そして一条の太陽の光が輝きはじめた。希望が私の心に戻って来た。

（H・5）

この太陽の光線はアリァドネーの糸だったのであろうか。夢と錯乱は，これ以後，

「私」に再びもう一つの世界の幻影を贈りはじめる。はじめての錯乱の夜に見た女

　　　　　　　　　　　　　　　　’_，「いっも変わらず，微笑みながら，その様々な化身のひそやかな化面を次々に

かなぐり棄ててやがて最後に，アジァの空の神秘な弦耀のうちに捉え難くのがれ去

った33）」あの女神が再び現われる。そして「私」に告げる。

「私はマリアその人であり，そなたの母その人であり，又，あらゆる姿の下に常
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にそなたが愛したその人です。そなたの試煉の一つ一つの度ごとに，私は面を蔽

っている仮面の一つを脱ぎ棄てて来ました。そなたはやがて，在るがままの私の

姿を見るでしょう……。」（皿・5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イニシアシオンu私」には女神イシスと思われたこの女神の約束を契機として，苦悩は秘伝伝授のた

めの試煉となり，それ故に歓喜と絢い交ぜになる。宇宙との交感が再びはじまる。

宇宙は「私」の内部に浸透し，「私」は宇宙の内部に参入してゆく。一瞬は永遠とな

り，永遠は一瞬の裡に現出する。

イニシアシオソ

自分が聖なる秘伝伝授の試煉に服しているというこの点に確信を持って以来，

金剛不壊の力が私の精神の裡にはいって来た。私は自分を，神々に見守られてい

る生ける英雄だと感じていた。自然の中の一切が新しい様相を帯び，秘かな声が

草木から，動物から，最も微々たる虫類からも洩れ出て，私に予告を与え私を鼓

舞するのであった。仲間の言葉は神秘的語調を帯びて私はその意味を理解し，形
おのず

なく生命のない物象も自から私の精神の動きに応じた。一小石の組合わせや，隅

や割れ目や隙間の形，木の葉の裂け目，色，香り，音から，私はこれまで知らな

かったさまざまの調和が現われ出るのを見た。私は心に思うのであった。「どう

して自分はかくも長い間，自然の外に，自から自然に同化せずに存在し得たので

あろう。万物は生き，万物は動き，万物は呼応している。私自身又は他の人々か

ら放射する磁気線は，創造された事物の無限の連鎖を，何ものにも妨げられず貫

通する。それは世界を覆うある透明な網目であり，その細い糸は次から次へと惑

星へ，さらに恒星へとひろがっている。今は地上に囚われの私も，．わが悦びとわ

が苦しみをともにする星々の合唱に和するのだ。」（盈・6）

解放の時は，だが，まだ来ない。「巫女」は「まだコンスタンティヌスの凱旋門の下に

眠り34）」，「いつの日か地上に再生する運命を背負った悲し気な亡霊たち」は，「光

薄れてぽろぽろになった三日月35）」の中に時の到るのを待って隠れ棲む。

私は想いを聖なる母にして妻なる永遠のイシスに移した。私の一切の翅望，一切

の祈願はこの魔術的な名の中に混じって，自分がこの女神の裡に甦えるのを感じ

た。時として女神は古代のウェヌスの相をし，又時としてはキリスト教徒の処女

マリアの面影を以て現われた。（H・6）
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「私」の内部で，古代の宗教とキリスト教との葛藤が，イシス女神への信仰の中に

止揚される。この偉大な女神の庇護は今や「私」の上にあり，「私」は間もなく彼女

によって新しい生を得るだろう。一夜「私」が幻想の中で運ばれた「エローラの深

い洞窟」は，母＝イシス＝マリアの胎内だったのだ。そこは同時に又，「広大な納

骨所」，即ち墓でもあった。誕生と死一この二つの現象は，人生のはじめと終り

の不動の門の如きものではない。「私」の魂にとっては各瞬間が誕生であり，各瞬

間が死なのだ。胎児としての「私」，地上に生けるものとしての「私」，そして死者

としての「私」一「私」の在り様のすべてが，女神イシスの裡に抱きとられてゆく。

再び分身、又は蹟罪

私は或る塔にいた。地の方には極めて深く，天の方には極めて高い塔で，これで

は私の全生涯はこれを上下することに費されてしまわなければならぬように思え

るほどであった。私の体力ははや尽きてしまった。私が今にも勇気を失おうとし

た時，突然横手の扉が開いた。一人の精霊が出て来て私に言った。「兄弟よ，来

い……。」なぜか私はこの精霊がサテユルナンと呼ばれると思いついた。（H・6）

　　　　　　　　　　サ　トウ　〃ヌス　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　テ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

ratumin－Satu「neは農耕の神，天地至高の神以前の黄金時代を支配した神，

Lε∫α伽27θ∫にうたわれる古代の神。Satumeは又土星，太陽の夜の代表者，地獄

における太陽の影，黒い太陽。サテユルナンはつまり，「土星びと」を表わすま6）
エ〃ザスデイシヤド

黒い太陽，地獄の精霊，古代の復帰……われわれの前に再び，「廃嫡者」，「アル

テミス」，「デルフィカ」の世界が想起される。「私」は，サテユルナンと共に，又あ

の反逆の火の燃える夜の中へ戻ってゆくのか？一だが今，精霊は，あたかも信者

を祝福する司祭の如くに「片手をのばして私の額にあてた37）」のである。

すると直ちに空に見える星の一つグ大きくなり始め，そして例の私の夢の女神が，

昔私が見たままに，ほとんどインド風の衣裳を纏ってにこやかに現われてきた。女

神はわれわれ二人の間を歩み，そして草原は緑となり，その足跡の上に花と葉が

地から生えた……。女神は私にこう言った。「そなたの課されていた試煉の時は

終りました。〔……〕」（皿・6）
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女神が三度，夢の中にあらわれる。此度は精霊サテユルナンを仲介とし’て。サテユ

ルナンとは一体誰だったのか。果しない階段の試煉から「私」を救い，女神の出現

を促してくれた神秘の「兄弟」とは一

精神病院の入院患者の中に食物を拒否し，一切の人間的活動を止めてしまった若

者がいた。「私」はこの「生存の最終の戸口にスフィンクスの如くにすわっている38）

存在に心を打たれ，「或る磁気」によって彼と結ばれていると感じる。「私」は彼に

心を通わせることに心を砕く。

私はその不幸と断念の故に彼を愛し始め，そして，この同情と憐欄によって自分

が立ち直るのを覚えた。かく死と生の間に立つこの男は，私には最高の通訳者の

如く，言葉が敢えて伝え得ぬ，又は表現するに成功し得ぬかの霊魂の秘密を聞く

べく定められた聴罪司祭のごとくに思われた。（置・6）

この若者が，夢の中にサテユルナンとなって現われるのである。

これは又，かの分身の変貌した姿に他ならない。第一部では「私」に敵対し，「私」

の希望の全てを奪うと見えた分身が，今やサテユルナンーSatUmin（＝SatUmien）

は，Jupiterのjovial（陽気な，快活な）に対して，　triste，　m61ancohque（悲し’

気な，陰欝な）を表わす形容詞でもある一として，「私」の影の部分をなしてい

る。分身と「私」における光と影の関係は，今や逆転した。「私」は彼に対する愛，

又は同清と憐欄とによって，自らも又救われるのである。かの若者との間には対話

が復活する。物語の最終ページにある彼と「私」の会話は次の如くである。

「なぜ君は他の人たちと同じように飲んだり食ったりしたくないのか」と私は言

った。一「俺は死んでいるからだよ」と彼は言った。「俺はこれこれの墓地のこ

れこれの場所に埋められたのだ……。」一「じゃ今，君はどこにいるつもり

なのだ。」一「煉獄で，自分の賊罪を果しているのだ。」（M6morables）

分身は「私」自身の罪の瞳いとして自らを挺したのだ。

今試煉の時は満ち，「私」と分身はとりなしの女神をはさんで共に歩む。分身との
イ　ダンテ4テ

和解は自己証明の再獲得である。「私の気高い友（＝女神）」は，「私」を「兄弟」と

呼んで励ます。同じ血を分けた者へのこの呼びかけは，「ソロモンと暁の女王の物

語」や「ポリフィールスの夢」をもちだすまでもなく，「私」にとっては至上のもの
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なのだ。

私は非常に楽しい夢から醒めた。私は変貌して光り輝くかつて愛した女性に再

会したのだ。空は栄光に満ちてひらかれ，私はそこにイエス＝キリストの血判を
捺された赦免という文字を読んだ。（M6morables）　　　　●　　　o

一「私」の神話の大団円。かくて「私」は世界の秘密の中に参入し，そこに「私」

は消え去って，あとには言葉によるもろもろの世界の描出一否，これこそは真の世

界の創造……

寂とした闇の深所から，二つの音符が鳴り渡った，一っは低く，一っは高く。

一すると直ちに永遠の天球は回転しはじめた。祝福されよ，おお神々しい讃歌

をはじめた最初のオクターヴよ。日曜から日曜へかけ，すべての日を汝の魔法の

網に掬いとめよ。汝がために山は谷に歌い，泉は小川に，小川は大河に，大河は

大洋に歌う。大気は顛え，光は現われそめる花々をなだらかに綻ばす。愛の吐息，

愛のおののきが大地の膨らんだ胸から洩れ，そして星々の合唱が無限の裡に展び

拡がる。遠ざかっては引き返し，縮まっては花のように拡がり，そしてかなたに

新しい創造の種を蒔く。（M6morables）

一だが，これは本当に大団円だったのだろうか。

時間がはじめと終りを持つものでなく，生命が死によって断ち切られてしまうも
カタストロフ

のでないように，芸術にも結論はない。大団円と見えたものも次の瞬間には悲劇と

なり，悲惨の極にあったものが，次の瞬間には至福の中にある。むしろそれは，光

と闇の間を絶えず揺れ動く空中ブランコのようなものかもしれない。この物語の偉

大さは，その最後のページで「私」が到達し得たところにあるのではなく，そこに

至るまでに展開される精神的葛藤の描出にある。それはおそらく，単なる憶い出の
記述などではなく，生の証の探索の最も赤裸な告白である。ベガンと共に，こうし　　　　　　　　　　　　　　　　’

ｽ作品は，書き手の運命が決定される場そのものとなるのだと言うことが出来よう。

われわれは最後に，この物語が書きはじめられた頃から書き手の死に至る時期に

書かれた文章のいくつかを，何ら考察や解釈を加えることなく提出してみようと思

う。創造された「私」ではなく，そこには書き手自身である「私」がいる。しかしこ
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れら二つの「私」がいかに分ち難く結びついているか，読者はごらんになるであろ

う。「作品」として創作されたのではないそれらの文章は，それ故一層，この詩人

の人生そのものが「作品」であったことを示している。

生命を賭けた光と闇の間の空中ブランコー

四　＜EPITAPHE＞

私は神にもろもろの出来事を少しでも変えてほしいと願いはしない。事物に対

する私のあり方を変えてほしいと思う。私のまわりに私に属する一つの宇宙を創

造する力を，私の永遠の夢にただ忍従するのではなくかえってそれを支配するカ

を，残してくれるよう願う。そうすれば，確かに，私は神となるだろう野）

今日は11月27日，日曜日，あなたのこの病院に入ってから3ケ月たち，ぼくの
イ　　　ニ　　シ　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜

試煉は終りました。〈奥儀を伝達された者〉の言葉を借りるならば，「〈智慧〉

の祭壇の上にオシリスの鍵を預けた」のです。大きな責任から解放された気持ち

ですぎo）

今ぼくが書いていることは，あまりにも小さな輪の中をぐるぐる回りすぎてい

る。ぼくは自分自身の身体で自分を養っている。しかも再生は出来ないんだゴ1）

〔……〕すでにぼくは天体のように身体が熱く燃えあがるのを感じる。　しばら

く消えていたのだが，ぼくの最も美しい日々のあの古い太陽に出会って再びぼく
●　　　●

は火がついたのだ。

ぼくはあの神聖な水を全く死滅するがままに放っておいただろうか？……いや，

ロピタル通りの巫女ならそれもよい！ぼくは女神の遅い助けなんか待たないで，

枝を持って登ってゆく望）

私は，自分が死んで，この，神の第二の生を成就しているような気がするき3）

必要なことは何か。来世に対して眠りに対するように備えること，まだ間に合

う。一遅すぎるかもしれない。
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救われるためには悔悟だけで足りると聖書は言う。しかしその悔悟は真摯でな

ければならない。それにもし，この悔悟を妨げるような出来事に襲われたら？

もし熱病や狂気の状態におかれたら？もしも瞭罪の扉が塞がれてしまったら？
　　44）●　●　●　●　・　●

ぼくが体験した奇妙なことは，おそらくぼくにとってだけしか存在しないので

しょう。ぼくの脳は幻影であふれんばかりだし，ぼくは夢を現実の生活から分離

することが出来ないのですから。〔……〕見たこと，考えたことについて書くため

には，今は環境の静けさだけでなく，内的思考の平静さがぼくには必要なのです。

ぼく自身の内部の平和，ぼくはそれをもう一度とり戻す希望をまだ持っていま
す竃5）

お別れして以来ずっととても元気でやっています。来月「パリ評論」に載る作

品の最後の部分を進めています。〔……〕

マインッを通った時，ぼくは《3人の東の博士》の墓を興味深く見ました。あ

なたは3人の中のひとりに似ておられます。ぼくはまたあの星が空に輝くのを見，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

そして思い出しました乏6）

ぼくは気狂いだ。一ぼくはジャナンに幸福をもたらし，黄金の作り方を教え

てやろう。これで全部だ。だが彼にはその忍耐心がないだろうと思うとうんざり

する。彼は神様がすっかり作ってくれたのを頂戴する方がいいのだ。一ところ

で神はひとりだけいる。どこかに一かっこう鳥の中に。一もしかしたらたく

さんいるかもしれない。一ぼくはそれが怖ろしかった。しかしながら，わが友

よ，君は，かのギリシア人たちが言っていたようにまだぼくが病気だと思うこと

だろう！　ジャナンはよく理解したが一全部ではない一彼は全てを知ってい

る。あるいはやがて知るだろう。

出来れば今夜，でなければ明朝，ぼくに会いに来てくれたまえ。

GERARDであった人間，そしてまだGERARDである者。76ραく（名誉），

栄光，幸福，報いを（君たち全部！と，あなたがた全部に）竃7）

すべて成就した。もはや責めるべきはぼく自身だけ，ぼくの短気から楽園を逃

げて来たのだから。これからは苦悩の中で仕事をし創作をするのだ。〔……〕
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すべてはやがて明らかになり，ぼくは恩寵を取りもどすだろう亀8）

すべては結末にある憲9）

ぼくのやさしい，なつかしい伯母さん，あなたの息子に言ってやりなさい，あ

なたほど良い母親，あなたほど良い伯母はいないということを彼はわかっていな

い，と。ぼくがすべてに打ち勝つ時には，あなたの家にぼくの居揚所があるよう

に，ぼくのオリュンボスの山にあなたの席を作ってさしあげます。今夜はぼくを

待たないで下さい。夜は黒く，そして白いでしょうか魂o）

「墓碑銘」51）

彼は生きた，ときには陽気に，あの椋鳥のよう，

恋こがれたり薄情だったり優しかったり，

ときには哀しみのクリタンドルのよう，沈みこみ，夢におぼれて。

ある日彼は扉をたたく音を耳にした。

ソネ

それは「死神」だったのだ！そこで最後の詩に

終止符を打っまで待ってもらい

彼は落着いて，冷たい棺の底に

横たわり，そこで身体を頗わせた。

怠惰だった，とひとは言う。

ものを書いても，インクが洞れ勝ちだった。

すべてを知ろうと望みながら，何一つ知ることはなかった。

ある冬のタベ，ついに，この世に倦んで

魂が立去るときが来た。

「どうしてきてしまったのだろう」と咳いて，彼は行ってしまった。
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終　　　　章

ギリシャ神話が展開される時間には二つの相があるという§2）ひとつはゼウス以

前の神々に属する時間性で，アイオーン的時間，即ち永遠である。今ひとつはゼウ

ス以後の神々の持つ時間性でクロノス的時間である。ヘーシオドスによれば，アイ
カオス　　　ガイア

オーン的時間を属性とする神々には，原初神混沌，大地をはじめとして，カオスか
エレボス　ニ」」クス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウーラノス　　　　　水ソトス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　ロス　　　ケ　ー

ら生じた幽冥と夜，ガイアから生じた天，山，海，さらに夜から生じた定業，死の
ル　　　タナト：ス　　ヒユグノス　　　オネイロイ　　　　　　ォィジコρ一ス　　モ　　イ　　ラ　　イ

運，死，眠り，夢たち，苦悩，運命たち，……などがあるという。大地と天の交わ

りによって生まれたクロノスとレイァーからゼウスが生まれ，クロノス的時間の世

界は，ゼウスの世界支配によって確立する。

アイオーンは存在の時間様式であり，クロノスは生成の時間様式である。　存在

一常に不変であり，動かないもの一と，生成一絶え間なく成長し変貌してゆ

くもの一，この二つの世界が出会うとき，象徴的世界が生まれ，この世界を語る

のが神話なのである。人間の生きる時間様式がクロノス的時間一生成一である

ことをわれわれは本論考の第一章において見て来たが，この人間の生命が，アイオ

一ン的時間に触れるとき，そこに象徴的時間が生まれ，その中で芸術作品は創作さ

れる。

ネルヴァルの詩作品のいくつかは，こうして，「夜」との，あるいは「死」「苦悩」

「運命」「夢」との出会いによって生み出された。二っの世界の出会いによってとび散

る激しい火花の如き詩作品。だがrオーレリア』のような作品を書くには，　もっと

持続的な，身をすり減らすような努力が必要であった。その中の幾ページかで，やは

り火花は美しく炸裂している。しかしその間のページをペンは埋めてゆかねばなら

なかった。つまり生きてゆかねばならなかったのだ。アイオーンでもクロノスでも

ない時間，ただ流れ去ってゆくだけの時間が詩人を呑みこもうとするのに抗って。

プーレは言う。「人間の最も大きな苦しみは，自らの幻想を失うことにあるのでは

なく，その幻想を再び生れさせる方法を失うことにある鋤」と。アイオーンの世界

とクロノスの世界との出会いは，そしてその出会いから起る火花の炸裂は，いつも　　　　　　　　　　　　　　　　’

思い通りに見ることが出来るというわけのものではないのだ。しかもこのことに加

えて，書くという行為が本質的に持っている自己矛盾があった。書くペンの下から

免れてゆくあらゆる瞬間。しかも書いても書いても，書いている「私」を書くこと

は出来ない。自己を対象とした創作は，それ故無限退行に他ならない。ネルヴァ

ルにとって真の地獄とは，この無限退行ではなかったのだろうか。
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実現し得ない書物一デュマが言ったのとは又別の意味で，ネルヴァルは実現し

得ない書物を書こうとしていたのかもしれない。だが，それ故にこそ，それはネル

ヴァルによって書かれなければならなかったのだ。

「私たちは自らの内奥を探るために内奥に降りてゆくにつれて，困惑から不安へ，

不安から恐怖へと移る。自己認識をすることは，いつもあまりに高くつくものなの

だ54）」と，シオランは言う。

誰れもが支払えるわけではない代償を敢えて払って，ネルヴァルはこの書物を書

いた。そしてあのいくつかの詩を。それらの作品はわれわれに，一個の魂の神話と，

この神話を通して普遍的世界の神話を示してくれ，る。

われわれはどこから来たか，われわれとは何か，われわれはどこに行くのか一

神話の中にのみ，その答は語られている。

鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FIN
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